
岩倉市公共施設長寿命化計画（改定版）新旧対照表
※主な改定内容を記載しています。
※改定箇所を下線で示しています。

頁 改定後 改定前 改定理由
全体 本文中の年度表記を、和暦と西暦に併記する。

第１章　公共施設長寿命化計画の概要 第１章　公共施設長寿命化計画の概要
4．計画の対象施設 4．計画の対象施設

2
　本計画の対象施設は、以下の60施設とします 本計画の対象施設は、「岩倉市公共施設再配置計画」と同様に、

以下の58施設とします。 時点修正

表．＜「岩倉市公共施設長寿命化計画」の対象施設一覧＞ 表．＜「岩倉市公共施設長寿命化計画」の対象施設一覧＞

2 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
表．＜対象から除外した施設＞ 表．＜対象から除外した施設＞

3
　現状に合わせた記載内容に
修正

表．＜対象施設データ＞ 表．＜対象施設データ＞

4 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由

5

※令和4年（2022年）3月31日現在

　
  　 （新）

時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
5．対象施設の劣化状況の把握 5．対象施設の劣化状況の把握

6

本市では、公共施設の劣化状況等を把握するため、平成26年度
（2014年度）に公共施設現況調査を実施しました。以下に、その調
査概要を示します。

また、令和元年度から、建築士の資格をもつ職員と施設担当課
の職員で施設の劣化状況等を把握するために、施設点検を毎年
実施しています。

本市では、公共施設の劣化状況等を把握するため、2014年度に
公共施設現況調査を実施しました。以下に、その調査概要と結果を
示します。
（新）

　現状の運用と合わせた記載
内容に修正

（2）施設点検結果 （2）施設点検結果

7
令和3年度に実施した施設点検による劣化状況の判定結果は以

下のとおりです。
　公共施設現況調査に基づく劣化状況の判定結果を整理します。

時点の実施状況に修正

表．＜調査結果一覧表＞ 表．＜調査結果一覧表＞

7
時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由

8

※令和4年3月31日
　 （新）

時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
第３章　改修・更新等に係る中長期的な経費の見込み 第３章　改修・更新等に係る中長期的な経費の見込み
2．試算結果 2．試算結果

19

　従来の事後保全型管理からの転換を図り、定期的な日常修繕と
大規模改修により施設の延命化を図る予防保全型管理を行った場
合の令和元年度（2019年度）から38年間の中長期的な経費の見込
みを試算します。

　従来の事後保全型管理からの転換を図り、定期的な日常修繕と
大規模改修により施設の延命化を図る予防保全型管理を行った場
合の今後38年間の中長期的な経費の見込みを試算します。 時点修正

（2）予防保全型管理を取り入れた場合 （2）予防保全型管理を取り入れた場合

20

　「第2章 4.更新時期の設定」の方針に基づき、長寿命化が可能な
施設に対して、全て予防保全型管理を行い、建築後の経過年数が
80年（木造50年）となる時期で更新するものと想定します。また、公
共施設再配置計画における第1期再配置計画案の内容を考慮する
と、令和元年度（2019年度）から38年間の修繕・更新等に係る中長
期的な経費の見込みは、総額で約290億円（約7.7億円/年）となり、
事後保全型管理に比べ、総額約80億円の費用縮減が図れる見込
みです。

　「第2章 4.更新時期の設定」の方針に基づき、長寿命化が可能な
施設に対して、全て予防保全型管理を行い、建築後の経過年数が
80年（木造50年）となる時期で更新するものと想定します。また、公
共施設再配置計画における第1期再配置計画案の内容を考慮する
と、今後38年間の修繕・更新等に係る中長期的な経費の見込み
は、総額で約290億円（約7.7億円/年）となり、事後保全型管理に比
べ、総額約80億円の費用縮減が図れる見込みです。

時点修正


